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報恩講とは？

親鸞聖人の御命日（1月16日）にあたって阿弥陀如来の本願を聞き

味わいを深めさせていただく、真宗門徒にとって一番大切な法要です。

この法要を機に聖人が90年にわたる生涯をかけてあきらかにされた

お念仏の教えを聞かせていただき、ご遺徳を偲ばせていただきま

しょう。
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食事の言葉

〈食前の言葉〉

多くのいのちと、みなさまのおかげにより、このごちそうをめぐまれました。

深くご恩を喜び、ありがたくいただきます。

〈食後の言葉〉

尊いおめぐみをおいしくいただき、ますます御恩報謝につとめます。

おかげでごちそうさまでした。

食事の前後に合掌し、いただいたいのちと尊いご恩に感謝いたしましょう。

ぜひ報恩講を縁としてご唱和ください。


